
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

地
理
灘
の
傳
統
を
つ
い
で
、
古
交
献
を
蓼
照
し
、
丙
毛
先
墨
の
地
城
的
研
究

夏
に
氏
禽
身
の
側
別
々
奄
を
土
藁
と
し
て
、
從
來
の
地
理
、
雁
史
霧
に
峡
く

る
と
こ
ろ
を
補
ひ
日
誌
か
も
大
東
麗
新
秩
序
の
A
7
後
の
展
開
に
ま
で
論
及
し

た
隣
の
極
め
て
示
唆
深
き
警
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．

　
総
序
に
あ
っ
て
は
新
秩
序
の
展
…
閉
に
於
い
て
満
…
洲
事
羅
讐
の
意
義
に
重
き
を

お
き
、
第
～
部
　
溝
洲
國
に
て
は
綜
合
立
地
計
譜
と
附
拓
と
を
重
親
し
て
、

特
に
長
白
山
地
潜
を
滴
謝
糊
有
國
土
と
し
て
そ
の
一
臓
的
開
、
獲
の
要
を
論
ず

る
所
が
μ
立
っ
て
る
る
。
第
二
部
支
那
に
於
い
て
は
漢
族
の
獲
展
と
諸
昆

族
と
の
…
醐
係
、
西
が
蔓
略
と
支
那
の
攣
貌
を
詳
細
に
論
じ
、
北
支
那
学
獲
の

配
下
に
て
は
治
安
工
作
上
、
大
名
附
近
の
省
界
の
是
正
、
潅
北
の
薪
省
創
設

を
提
唱
し
て
屠
り
、
南
支
那
に
て
は
國
土
構
造
の
多
元
性
と
海
洋
的
性
絡
を

も
っ
こ
と
よ
り
爾
方
圏
に
於
け
る
華
僑
誓
言
を
論
じ
、
海
術
島
の
地
政
墨
的

位
置
の
重
要
性
を
指
摘
、
西
南
支
那
は
蔦
政
灌
、
西
北
支
那
は
回
教
徒
及
共

義
軍
と
の
芝
葺
を
主
に
し
て
そ
の
動
向
に
言
及
し
て
み
る
。

　
か
く
て
総
結
た
る
新
秩
序
の
飽
政
串
に
て
は
、
大
東
瓶
共
榮
悶
の
構
洗
は

大
陸
、
海
洋
綜
合
型
の
領
域
構
造
を
と
る
べ
き
も
の
で
あ
り
・
、
そ
の
た
め
に

は
璽
要
な
る
陸
上
海
上
ル
ー
ト
の
掌
握
は
も
と
よ
り
、
更
に
大
陸
と
海
洋
と

の
聯
絡
ル
ー
ト
確
保
の
要
を
論
じ
、
最
後
に
口
木
民
族
は
海
洋
的
島
撰
的
性

絡
…
を
も
ち
、
，
島
、
溜
海
地
の
纒
髄
に
は
纒
瞼
あ
る
も
、
大
東
亜
圏
は
海
洋
、

大
陸
を
包
含
す
る
も
の
な
れ
ば
、
羅
國
は
大
陸
に
確
圏
た
る
基
地
を
も
つ
要
，

が
あ
り
、
灘
…
洲
棚
拓
厩
政
策
は
大
東
距
圏
の
彌
榮
の
爲
に
最
も
慨
久
…
的
基
本

的
事
業
た
り
、
更
に
入
浮
輪
宇
の
理
想
は
日
本
民
族
が
常
に
開
頭
薪
的
精
憩

を
堅
持
す
る
．
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
逮
成
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
蒲
洲
開
拓
民
．

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
　
介

は
そ
の
先
鵬
で
あ
り
、
爾
無
の
共
榮
閥
町
域
に
区
長
す
べ
き
日
墨
入
の
以
て

範
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
論
じ
て
結
び
と
レ
て
る
る
。
論
旨
明
確
、
蓋

し
大
陸
建
設
に
資
す
る
所
あ
る
べ
き
懲
と
す
る
。
（
昭
和
十
九
年
六
月
・
．
．
白
楊

計
∵
A
5
版
・
鑓
九
胤
頁
・
定
偵
恥
毛
）
（
木
村
憲
治
）

満
洲
の
．
史
蹟

村
田
治
郎
著

　
現
時
の
史
蹟
に
寵
す
る
研
究
、
乃
至
調
査
報
告
の
類
が
、
紡
ζ
読
響
納
に

過
ぎ
て
、
專
攻
撃
以
外
の
者
に
近
附
き
難
い
感
じ
を
輿
へ
て
る
た
の
は
雍
獲

で
あ
る
。
從
っ
て
騰
史
に
興
喋
を
持
ち
、
史
蹟
に
就
い
て
傭
ら
ん
と
す
る
一

般
入
士
は
勿
論
の
こ
と
、
春
郊
陞
そ
の
も
の
」
研
究
碧
に
と
っ
て
も
、
史
蹟
に
．

駕
す
る
一
般
的
知
識
を
得
る
必
要
に
泣
ら
れ
な
が
ら
も
、
平
易
に
蓮
べ
ら
れ

た
概
論
警
を
敏
く
が
た
め
に
現
在
甚
だ
不
充
分
な
實
状
に
置
か
れ
て
み
る
。

瀦
洲
の
史
蹟
に
就
い
て
も
此
の
購
は
同
様
で
あ
っ
て
、
一
小
地
域
乃
至
一
遺

跡
に
關
す
る
極
め
て
詳
細
な
調
査
報
告
書
の
類
の
獲
表
せ
1
5
れ
た
も
の
は
少

く
な
い
が
、
時
代
的
、
地
域
的
に
全
般
に
わ
た
っ
た
概
説
激
口
は
、
「
ま
だ
一
珊

も
な
い
」
と
醐
試
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
實
状
に
あ
る
。
本
警
は
序
文
に
述
べ
ら
れ

て
み
る
如
く
、
評
者
が
第
一
の
目
的
と
し
て
、
此
の
全
獣
的
展
豊
を
專
門
外

の
晶
々
に
輿
へ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
併
せ
．
て
現
在
愈
ζ
興
隆
に
赴

き
つ
鼠
あ
る
満
洲
國
の
建
國
牽
周
年
を
醜
溢
す
る
意
に
出
で
た
も
の
で
あ

る
。
か
く
て
右
の
意
圃
に
副
ふ
べ
く
、
本
書
に
は
一
書
に
上
る
多
望
の
陶
版

と
六
十
の
挿
圃
と
を
加
へ
、
器
財
的
な
術
語
は
出
來
る
限
り
舳
選
け
て
平
易
な

口
語
交
を
以
て
述
べ
ら
れ
て
み
る
が
、
別
に
各
鱗
の
終
り
に
は
研
究
交
献
の

紹
介
を
以
て
し
、
ま
た
巻
末
に
は
詳
細
な
索
引
、
史
蹟
地
岡
を
加
へ
て
碧
者

錐
二
＋
九
巻
第
四
號

一
〇
一

（　；ll｛　）



紹

介

の
懇
切
な
削
意
を
併
せ
具
象
し
て
み
る
。

・
さ
て
本
欝
の
構
成
は
概
説
篇
と
各
説
篇
と
に
分
た
れ
て
み
て
、
概
論
篇
に

於
い
て
は
現
在
ま
で
の
緊
要
の
程
度
を
紹
介
す
る
こ
と
を
期
し
、
各
競
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
モ

に
於
い
て
は
箇
々
の
主
要
な
史
蹟
に
虚
し
、
從
楽
の
研
究
餓
に
裟
者
の
所
見

の
要
鮎
を
摘
記
し
て
現
地
に
臨
む
面
々
へ
の
指
潭
轡
と
も
し
た
も
の
で
あ
、

る
。

　
先
づ
概
説
篇
で
は
、
方
法
論
の
説
明
と
も
見
る
べ
き
序
論
に
つ
い
で
、
漢

代
、
高
句
麗
、
渤
海
國
、
遼
、
金
、
元
、
朋
、
清
と
時
代
を
追
ふ
て
城
郭
、

培
［
墓
、
労
い
廟
、
塔
等
の
史
蹟
の
各
々
の
攣
遷
の
概
要
が
告
げ
て
あ
る
。
元
來

瀟…

F
に
は
浦
洲
文
化
と
も
…
言
ふ
べ
き
固
有
の
膨
化
は
な
く
、
支
那
系
、
蒙
古

系
、
通
古
里
系
な
ど
の
撒
種
の
文
化
が
、
各
々
固
有
交
化
の
勧
懲
者
の
興
亡
．

と
共
に
、
次
々
に
盛
衰
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
史
蹟
の
時

代
的
概
設
で
は
、
時
代
毎
の
文
化
の
交
替
7
5
箆
矯
潟
の
形
を
と
っ
て
、
時
間

的
纒
起
が
不
蓮
績
と
な
り
、
ま
と
ま
っ
た
印
象
を
図
る
心
と
を
…
困
難
な
ら
し

め
て
み
る
こ
と
山
導
の
序
説
に
述
べ
て
み
る
所
で
あ
っ
．
て
、
こ
れ
は
浦
洲
な

る
限
ら
れ
た
地
域
を
取
上
げ
る
以
上
、
・
誠
に
已
む
を
鴛
な
い
。
か
」
る
鮎
を

補
ひ
乍
ら
、
更
に
類
別
的
に
よ
り
詳
し
く
説
明
し
た
の
が
次
の
沓
説
篇
で
あ

る
。
此
の
篇
で
は
、
城
（
渤
海
國
蔚
都
の
調
査
、
城
の
話
）
、
窟
殿
（
牽
天
の

故
宮
、
聖
廟
、
交
湖
閣
三
文
津
閣
、
熱
河
承
徳
の
行
霞
）
、
帝
陵
（
編
機
囚
昭

陵
、
永
陵
）
、
壇
廟
（
贈
爵
、
天
壇
、
東
嶽
廟
、
北
鎭
廟
、
孔
子
廟
、
關
帝
廟

娘
娘
廟
と
天
后
宮
〕
、
佛
教
建
築
へ
義
縣
の
臨
佛
党
石
窟
、
養
縣
の
泰
…
國
寺
、

遼
系
の
佛
塔
、
驚
…
陽
の
・
臼
塔
）
、
購
擁
教
建
築
（
清
初
の
劇
瞳
寺
、
承
徳
の
専

廟
）
、
圏
敏
寺
（
四
教
寺
院
）
、
瓦
（
古
江
の
榛
式
）
の
顧
序
で
各
種
の
史
蹟
を

　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
や
九
巻
　
節
糾
號
　
．
　
一
〇
二
　
、

取
上
げ
て
、
興
味
深
く
説
閉
を
加
へ
て
あ
り
、
時
に
は
見
學
の
順
序
に
從
っ

て
案
内
記
酌
に
設
明
し
た
部
分
を
も
見
受
け
て
種
々
の
攣
化
に
富
ん
だ
薇
蓮

法
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
讃
轡
の
興
昧
を
そ
が
ぬ
苦
心
が
彿
は
れ
て
る
る
Q

換
言
す
れ
ば
、
概
説
鱗
は
史
蹟
の
時
代
別
縦
断
的
説
明
で
あ
り
、
各
説
簾
は
、

各
種
の
史
蹟
の
種
類
別
顧
断
的
説
明
と
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
爾
篇
は
一
見
無

關
係
の
様
に
見
ゆ
る
も
、
實
は
潭
然
｝
醗
を
な
し
、
相
訣
っ
て
初
め
て
滴
洲

の
史
蹟
に
課
す
る
全
膿
的
な
酸
豊
を
碍
る
ご
と
が
碍
顧
る
の
で
あ
る
。

　
碧
南
が
建
築
史
の
門
門
家
と
し
て
、
n
つ
二
十
飴
年
を
満
洲
の
遺
跡
遺
物
．

の
研
究
に
費
さ
れ
た
こ
と
は
改
め
て
黙
諾
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
か
」
る

署
者
を
得
た
こ
と
に
依
っ
て
本
君
は
李
易
の
う
ち
に
し
か
も
要
を
得
て
所
期

の
同
酌
に
ふ
さ
は
し
い
成
果
を
示
し
鴛
た
の
で
あ
る
Q
そ
の
各
章
の
記
蓮
の

う
ち
に
拙
者
の
過
去
に
於
け
る
研
究
の
迩
が
よ
く
表
は
れ
て
る
る
黙
か
ら
す

る
と
實
に
本
書
は
著
者
二
十
年
の
研
究
の
精
華
と
も
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
爲
で
も
あ
ら
う
か
、
史
蹟
に
書
す
る
著
者
の
切
な
る
愛
諮
は
、
史
蹟
を

倣
壌
す
る
心
な
き
輩
へ
め
痛
烈
な
る
悲
憤
の
言
葉
と
し
て
到
る
慮
に
現
れ
て

み
る
の
が
見
出
さ
れ
る
。
か
く
て
史
蹟
の
研
究
は
一
、
二
の
個
入
に
し
て
な
・

し
掌
る
こ
と
で
な
く
、
他
方
史
蹟
の
荒
磯
は
臼
一
臼
と
進
み
つ
」
あ
る
實
朕
．

に
於
い
て
著
渚
は
木
溌
を
通
じ
て
、
鼻
聾
の
「
入
で
も
多
く
が
、
調
査
研
究

の
陣
列
に
加
は
り
、
そ
の
堅
砦
せ
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
み
る
意
味
が
一

暦
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
，
で
あ
る
。
（
昭
和
十
九
年
五
月
・
座
右
賓
刊
行
會
・
定

．
債
十
二
五
十
銭
）
、
（
北
村
敬
直
り

璽
油
石
佛
群

水
野
清
一
著

ノ

（　・120　）


